
2日間にわたって激しい雨をもたらした雲の隙間からようやく日射しがみ

えたこの日、花咲きファームのチューリップの様子を見てきました。雨の影

響が心配されましたが、春の陽気を取り戻した摘み取り会場では、開花も一

気に進み、晴れ間を待ちわびた様子のご夫婦や家族連れをたくさんみる事が

できました。多少ぬかるみは残るもののかえって掘り起こしやすくなったチ

ューリップをコンテナいっぱいに摘んでいかれる来園者の方々の笑顔がとて

も印象的でした。今後、開花が進むにつれ来園者の持ち物はスコップからカ

メラへと代わり、その時々に応じた楽しみ方があるのも花咲きファームの魅

力の一つかもしれません。 （４月１２日）
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花咲きファームで約20万本のチューリップ
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市役所の組織・機構が変わりました 市役所の組織・機構が変わりました 市役所の組織・機構が変わりました 

２

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀祕０１１９
薀祗６５５１
薀祟５８７５
薀祗７６１５
薀祗１０００
薀祗７７６７
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薀祟９２６４
薀祟９２７０
薀祕０７０７
薀祟６７８９
薀祀２８５５

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ

泉南市の人口（３月末現在）
人　口‥‥‥65,970人
男‥‥‥‥32,088人
女‥‥‥‥33,882人

世帯数‥‥‥24,147世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/kouhou/
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指 導 課  指導係 
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下水道整備課 

▼管理係▼営業係 
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▼普及管理係▼計画施工係 
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水
道
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業 

管
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上下水道部 

平成18年4月1日に新しい時代に対応し、市民の皆様にわかりやすいコンパクトで

機動力と効率性をもった組織・機構とするため、部課等の統合を含めた機構改革を

実施しました。

新しい組織については、次のとおりです。（下線部分が変更箇所です）

▼問合せ＝政策推進課（内線287）



乳
幼
児
を
育
て
て
い
る
保
護

者
に
育
児
の
専
門
的
知
識
と
友

だ
ち
づ
く
り
の
き
っ
か
け
を
提

供
し
ま
す
。
▼
と
き
・
内
容
・

講
師
＝
次
の
と
お
り

▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
対

象
＝
乳
幼
児
の
保
護
者
▼
定

員
＝
二
十
名
（
一
時
保
育
は
十

五
名
）
多
数
の
場
合
は
抽
選
▼

参
加
費
＝
無
料
（
た
だ
し
、
第

２
回
の
材
料
費
は
実
費
徴
収
）

▼
一
時
保
育
＝
対
象
は
一
歳
以

上
就
学
前
の
子
ど
も
。
初
回
の

み
子
ど
も
一
人
に
つ
き
保
険
料

五
〇
〇
円
が
必
要
▼
そ
の
他
＝

▽
一
回
単
位
で
受
講
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
一
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
は
会

場
に
入
室
で
き
ま
す
▼
主
催
＝

泉
南
市
地
域
家
庭
教
育
推
進
協

議
会
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
五

月
十
六
日
貂
（
必
着
）
ま
で
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
一
時
保
育

の
要
否
（
一
時
保
育
希
望
の
方

は
子
ど
も
の
名
前
、
生
年
月
日
、

性
別
も
記
入
）
を
樽
井
公
民
館

親
育
ち
・
子
育
ち
ホ
ッ
と
講
座

係
へ子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ

だ
ま
り
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
出
前

で
遊
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
五
月
十
二
日
貊
笆

五
月
十
九
日
貊
時
間
は
い
ず
れ

も
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
笊
古
代
史
博
物
館
（
一

岡
神
社
前
）
笆
市
民
体
育
館

（
あ
い
ぴ
あ
泉
南
前
）
▼
対
象
＝

就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
▼
内
容
＝
歌
・
手
遊
び
・
ペ

ー
プ
サ
ー
ト
・
親
子
の
遊
び
・

ふ
れ
あ
い
遊
び
等
▼
そ
の
他
＝

▽
駐
車
場
有
▽
雨
天
実
施
▽
お

茶
以
外
の
飲
食
は
で
き
ま
せ
ん

▽
紙
お
む
つ
は
お
持
ち
帰
り
く

だ
さ
い
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問

合
せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
薀
祚
３
３
７
１

広
い
場
所
で
思
い
切
り
、
か

ら
だ
を
動
か
し
な
が
ら
、
友
だ

ち
と
の
遊
び
を
十
分
に
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
▼
と
き
＝
五
月
二

十
六
日
貊
午
前
十
時
〜
十
一
時

半
（
毎
月
第
四
金
曜
日
開
催
）

▼
と
こ
ろ
＝
り
ん
く
う
体
育
館

（
駐
車
場
有
）
▼
対
象
＝
三
歳
児

（
平
成
十
四
年
四
月
二
日
〜
平
成

十
五
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
（
き
ょ

う
だ
い
の
参
加
は
可
能
で
す
）

▼
内
容
＝
運
動
遊
具
を
使
っ
て

の
遊
び
・
集
団
遊
び
・
ふ
れ
あ

い
遊
び
等
▼
そ
の
他
＝
▽
上
靴

（
親
子
と
も
）、
着
替
え
、
お
茶

等
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
▽

お
茶
以
外
の
飲
食
は
で
き
ま
せ

ん
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問
合

せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
薀
祚
３
３
７
１

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
に
よ
る

楽
し
い
人
形
劇
で
す
。
▼
と

き
＝
五
月
二
十
七
日
貍
午
後
二

時
半
〜
三
時
半
（
入
場
は
開
始

時
間
ま
で
の
十
五
分
間
だ
け
）

▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展
示

室
▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
「
絵
姿
に

ょ
う
ぼ
う
」「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は

だ
れ
の
も
の
」
▼
対
象
＝
四
歳

以
上
小
学
二
年
生
く
ら
い
ま
で

▼
定
員
＝
一
四
〇
名
（
申
込
順
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝

五
月
十
三
日
貍
午
前
十
時
か
ら

図
書
館
で
申
込
受
付
を
開
始
し

ま
す
。
受
付
時
に
参
加
す
る
子

ど
も
の
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。
な

お
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

〇
〜
三
歳
向
き
の
お
は
な
し

会
で
す
。
あ
か
ち
ゃ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
、
保
護
者
の
方
も
絵
本

や
わ
ら
べ
う
た
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
五
月
十

二
日
貊
笊
午
前
十
時
二
十
分
〜

二
十
程
度
（
お
は
な
し
ぴ
よ
ぴ

よ
）
笆
午
前
十
一
時
〜
三
十
分

程
度
（
お
は
な
し
て
く
て
く
）

▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
一
階
じ
ゅ

う
た
ん
コ
ー
ナ
ー
▼
対
象
＝
笊

〇
、
一
歳
の
あ
か
ち
ゃ
ん
と
保

護
者
笆
二
、
三
歳
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
▼
定
員
＝
各
回
先
着

二
十
組
程
度
▼
参
加
費
＝
無
料

（
申
込
み
不
要
）
▼
そ
の
他
＝
対

象
年
齢
は
目
安
で
す
▼
問
合

せ
＝
図
書
館

子
ど
も
読
書
の
日
に
ち
な
み
、

今
月
の
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
は
、

組
木
を
使
っ
た
劇
な
ど
楽
し
い

内
容
が
も
り
だ
く
さ
ん
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
版
で
す
。
▼
と
き
＝
五

月
十
三
日
貍
午
後
二
時
半
〜
三

十
分
程
度
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館

二
階
視
聴
覚
室
▼
対
象
＝
四
歳

以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
▼

定
員
＝
各
回
先
着
四
十
名
（
途

中
の
出
入
り
は
不
可
）
▼
参
加

費
＝
無
料
（
申
込
み
不
要
）
▼

そ
の
他
＝
第
一
・
三
・
四
土
曜

日
の
午
後
二
時
半
〜
三
十
分
程

度
、
同
場
所
に
お
い
て
紙
芝
居

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」
に

よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
（
〇

歳
か
ら
入
場
可
。
申
込
み
は
不

要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

５

「
さ
ん
・
さ
ん
広
場
」

で
遊
ぼ
う

図
書
館

こ
ど
も
ま
つ
り

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

ぴ
よ
ぴ
よ
・
て
く
て
く

四
歳
以
上
は
土
曜

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

「
ひ
だ
ま
り
」
の

出
前
保
育

樽
井
公
民
館
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一

泉
南
市
樽
井
六
・
十
一
・
十
六
　
樽
井
公
民

館
（e-m

ail：
tarui-k@

city.sennan.

lg.jp

／
薀
祟
４
３
６
１
蕭
祟
４
３
８
０
）

公

館

樽

井

民

親
育
ち
・
子
育
ち

ホ
ッ
と
講
座

ttarui▼時間＝すべて午前10時～正午 

回 と　き 

6月2日貊  子どもの歯の話 

内　　容 講　　　師 

（フリーランス歯科衛生士） 6月9日貊  歯にいいおやつ を作ってみよう 
和田美登里さん 

6月16日貊 私の“からだ” 私の“こころ” 

6月23日貊 あそびとおもちゃ 

6月30日貊 

1

2

3

4

5 絵本を楽しもう 

（フリーランス歯科衛生士） 
和田美登里さん 
わだみどり 

たかみようこ 

わたなべのりこ 

さかうえよしこ 

（ウィメンズセンター大阪スタッフ） 
高見陽子さん 

（観心寺保育園園長） 
渡辺範子さん 

（絵本講師） 
阪上泰子さん 

ホ
タ
ル
の
こ
と
を
詳
し
く
知

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝

六
月
二
日
貊
午
後
七
時
〜
九
時

▼
集
合
＝
午
後
七
時
に
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
講
師
＝
田
中
正
視

た
な
か
ま
さ
み

さ
ん
（
泉
南
高
校
教
諭
）
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
対
象
＝
市
内
の

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
▼

定
員
＝
二
十
名
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
五
月
二
十
四
日
貉
午
後
五

時
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
ホ

タ
ル
観
察
参
加
希
望
、
参
加

者
・
保
護
者
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
、
参
加
人
数
を
記
入
の
上
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
私
た
ち
の
野
鳥

観
察
会
を
毎
月
開
催
し
ま
す
。

野
鳥
の
観
察
を
通
し
て
、
身
近

な
自
然
を
体
感
し
、
そ
の
大
切

さ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
五
月
十
三
日
貍
午
前
九
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
の

森
（
変
更
の
場
合
あ
り
）
▼
対

象
＝
小
・
中
学
生
▼
定
員
＝
十

五
名
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

子
育
て
な
ど
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
や
悩
み
を
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
毎
週
水

曜
日
午
前
九
時
半
〜
正
午
▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費

用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
五
月
二
十
日
貍
〜
六

月
十
日
貍
午
後
一
時
〜
二
時
半

（
全
四
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
ゲ
ー
ム
と

ク
ラ
フ
ト
▼
対
象
＝
市
内
の
小

学
二
〜
四
年
生
▼
参
加
費
＝
一

〇
〇
円
（
材
料
費
）
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
五
月
十
二
日
貊

午
後
五
時
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
参
加
希
望
、

参
加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
五
月
二
十
日
貍
〜
七

月
二
十
二
日
貍
午
前
十
時
〜
十

一
時
（
全
十
回
）
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市

内
の
小
学
二
〜
四
年
生
▼
参
加

費
＝
二
〇
〇
円
（
材
料
費
）
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
五
月
十
二

日
貊
午
後
五
時
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
、
英
語
で
あ
そ
ぼ
う
参

加
希
望
、
参
加
者
・
保
護
者
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入

の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
泉
南
楽
し
い
な

読
み
聞
か
せ
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
▼
と
き
＝
五
月
二
十
日

貍
午
前
十
時
四
十
五
分
〜
十
二

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
＝
絵
本
の
世
界
Ⅰ

▼
講
師
＝
正
置
友
子

ま
さ
き
と
も
こ

さ
ん
▼
対

象
＝
十
八
歳
以
上
の
方
で
、
子

ど
も
に
本
な
ど
を
読
み
聞
か
せ

た
い
方
▼
定
員
＝
二
十
名
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
お
話
や
紙
芝
居

な
ど
の
読
み
聞
か
せ
の
会
を
開

催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
五
月

十
五
日
豺
午
後
三
時
四
十
五
分

〜
四
時
半
笆
二
十
日
貍
午
前
十

時
〜
十
時
四
十
分
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
笊

ち
か
ら
た
ろ
う
、
き
き
み
み
ず

き
ん
他
笆
ガ
ン
ピ
ー
さ
ん
の
ふ

な
あ
そ
び
、
ゆ
か
い
な
か
え
る

他
▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子

ど
も
▼
定
員
＝
二
十
名
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
五
月
十
七
日
貉
〜
六

月
七
日
貉
午
後
四
時
半
〜
六
時

（
全
四
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小

学
四
年
生
〜
中
学
三
年
生
▼
参

加
費
＝
二
〇
〇
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
五
月
十

二
日
貊
午
後
五
時
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
ミ
サ
ン
ガ
を
作
ろ

う
参
加
希
望
、
参
加
者
・
保
護

者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を

記
入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー

へ

４

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇・〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
八
・十
三
・十
八

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-

mail：
seishonen-center@

city.sennan.

lg.jp

／
薀
祚
３
５
０
０
蕭
祗
５
４
２
５
）

年

ン

タ

｜

青

少

セ

ホ
タ
ル
探
検
隊

私
た
ち
の
自
然
観
察
会
sseishonen

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

sseishonen

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

sseishonen

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

sseishonen

ミ
サ
ン
ガ
を
作
ろ
う

sseishonen

パ
ソ
コ
ン
教
室

sseishonen

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

sseishonen

野
鳥
の
子
育
て

（
巣
箱
）
の
観
察

sseishonen



泉
南
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

で
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
初
心

者
の
方
に
も
楽
し
く
親
切
に
指

導
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
五
月
二

十
八
日
豸
以
降
の
毎
週
日
曜
日

（
全
十
回
）
午
前
十
一
時
〜
午
後

一
時
▼
と
こ
ろ
＝
双
子
川
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
ク
レ
ー
コ
ー
ト
）

▼
対
象
＝
泉
南
市
在
住
・
在
勤

の
十
八
歳
以
上
の
方
▼
費
用
＝

三
、
〇
〇
〇
円
（
傷
害
保
険
料

含
む
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

五
月
二
十
五
日
貅
ま
で
に
事
務

局
・
川
本
へ
薀
祗
２
３
７
８

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
が
指
導

し
ま
す
。
▼
と
き
＝
五
月
二
十

一
日
豸
午
前
九
時
〜
正
午
▼
と

こ
ろ
＝
市
立
泉
佐
野
病
院
三
階

大
会
議
室
▼
内
容
＝
自
動
体
外

式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
含

め
た
、
心
肺
蘇
生
法
（
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）

▼
定
員
＝
四
十
名
（
先
着
順
）

▼
そ
の
他
＝
▽
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
く
だ
さ
い
▽
希
望
者

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
資
料
（
四
二
〇
円
）

を
準
備
し
て
い
ま
す
▼
問
合

せ
＝
泉
州
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

薀
磔
９
９
３
１

泉
南
市
絵
本
と
お
は
な
し
の

会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
「
お

は
な
し
」
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

た
め
に
、
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助

成
事
業
と
し
て
、
お
は
な
し
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
笊
五
月
十
一
日
貅
笆
六
月

八
日
貅
笳
七
月
六
日
貅
午
前
十

時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館

二
階
視
聴
覚
室
▼
内
容
＝
笊
お

は
な
し
と
絵
本
の
大
切
さ
笆
子

ど
も
と
本
の
架
け
橋
役
の
や
る

べ
き
事
と
思
い
笳
お
は
な
し
会

を
す
る
た
め
に
▼
講
師
＝

栗
村
節
子

く
り
む
ら
せ
つ
こ

さ
ん
（
元
新
潟
市
立

し
ろ
ね
図
書
館
長
）
▼
対
象
＝

大
人
▼
定
員
＝
四
十
名
（
申
込

順
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
事
務
局
へ
薀
蕭

礇
７
４
２
６

貝
塚
社
会
保
険
事
務
所
職
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
な
お
、

年
金
保
険
料
（
平
成
十
六
年
四

月
分
以
降
分
）
を
納
め
ら
れ
る

方
は
、
当
日
納
入
通
知
書
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
五

月
二
十
四
日
貉
午
前
十
時
〜
正

午
、
午
後
一
時
〜
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
市
役
所
市
民
相
談
室
▼
問

合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五
五
）

今
年
は
「
知
恵
と
勇
気
で
消

費
者
被
害
を
防
ご
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
多
く
の
情
報
を
取
り
入

れ
消
費
者
被
害
に
あ
わ
な
い
知

恵
を
積
極
的
に
身
に
つ
け
ま
し

ょ
う
。
今
回
は
、
消
防
法
が
改

正
さ
れ
、
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の

お
話
を
中
心
に
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
▼
と
き
＝
五
月
二
十
四

日
貉
午
後
一
時
半
〜
三
時
▼
と

こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三
階
研

修
室
Ⅰ
▼
テ
ー
マ
＝
住
ま
い
の

安
全
対
策
〜
防
火
・
防
災
対
策

を
中
心
に
〜
▼
講
師
＝
松
下
電

工
譁
CS
部
担
当
者
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
五
月
十
九
日
貊
ま
で

に
電
話
で
商
工
労
働
課
へ

五
月
一
日
に
大
幅
に
改
正
さ

れ
た
新
会
社
法
は
、
中
小
企
業

に
大
き
く
影
響
を
お
よ
ぼ
す
も

の
で
す
。
▼
と
き
＝
五
月
十
九

日
貊
午
後
三
時
〜
▼
と
こ
ろ
＝

樽
井
区
民
セ
ン
タ
ー
二
階
会
議

室
▼
新
会
社
法
＝
▽
有
限
会
社

が
な
く
な
り
、
取
締
役
一
人
で

も
株
式
会
社
が
で
き
る
▽
資
本

金
一
円
で
も
起
業
で
き
る
▽
作

成
す
る
計
算
書
類
が
変
わ
る
等

▼
講
師
＝
奥
村
真
吾

お
く
む
ら
し
ん
ご

さ
ん
（
税

理
士
）
▼
定
員
＝
三
十
名
（
申

込
順
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
泉
南
市
商
工

会
薀
祟
６
３
６
５

青
少
年
の
み
な
さ
ん
、
ワ
ー

ド
や
エ
ク
セ
ル
の
基
本
技
術
を

身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
六
月
三
日
〜
二
十
四
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
四
回
）
午
後

三
時
〜
五
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
中
学
生

以
上
三
十
歳
ま
で
の
青
少
年
▼

定
員
＝
二
十
名
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
五
月
二
十

六
日
貊
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
連
絡
先
を
生
涯
学
習
課
へ

（
内
線
二
一
七
／e

-m
a
il:

syougai@
city.sennan.lg.jp

▼
と
き
＝
五
月
二
十
七
日
貍
、

二
十
八
日
豸
午
前
九
時
〜
午
後

四
時
。
野
点
（
立
礼
）
は
二
十

八
日
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半

（
三
〇
〇
円
菓
子
付
）
▼
と
こ

ろ
＝
山
田
家
住
宅
（
新
家
駅
徒

歩
五
分
、
駅
に
案
内
板
あ
り
）

▼
入
場
料
・
申
込
み
＝
不
要

（
た
だ
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
代
一

〇
〇
円
の
協
力
金
を
お
願
い
し

ま
す
）
▼
募
集
＝
山
田
家
で
コ

ン
サ
ー
ト
、
展
示
会
等
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
た
だ
け
る

方
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
内
線
二
四
八
）

樽
井
公
民
館
・
信
達
公
民
館

の
水
墨
画
・
ち
ぎ
り
絵
ク
ラ
ブ

の
合
同
展
を
開
催
し
ま
す
。
▼

と
き
＝
五
月
二
十
七
日
貍
、
二

十
八
日
豸
午
前
九
時
〜
午
後
五

時
（
た
だ
し
、
最
終
日
は
午
後

四
時
）
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民

館
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
合
同
展

事
務
局
薀
祟
６
５
１
３

７

お
は
な
し
の
講
座
を

開
催
し
ま
す

五
月
は
消
費
者
月
間

住
ま
い
の
安
全
対
策
講
座

「
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
教
室
」
開
催

新
会
社
法
実
務

ポ
イ
ン
ト
説
明
会

第
十
三
回
水
墨
画
・

ち
ぎ
り
絵
合
同
展

国
民
年
金
相
談
会

（
集
合
徴
収
）
を
開
催

青
少
年
パ
ソ
コ
ン
初
級

講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

心
肺
蘇
生
法
講
習
会

山
田
家
住
宅
一
般
公
開
＆

絵
手
紙
展
、
野
点

保
育
所
（
園
）
や
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で
遊

び
に
き
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
相

談
も
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
笆
六
月
六
日
貂
笳

笘
二
十
日
貂
笙
五
月
九
日
貂
、

二
十
三
日
貂
、
六
月
十
三
日
貂
、

二
十
七
日
貂
笞
五
月
十
八
日
貅
、

六
月
一
日
貅
、
十
五
日
貅
▼
保

育
所
名
・
連
絡
先
＝
笊
信
達
保

育
所
祟
４
６
４
２
笆
樽
井
保
育

所
祗
０
０
７
４
笳
浜
保
育
所
祚

２
６
６
０
笘
鳴
滝
第
一
保
育
所

祟
４
０
４
１
笙
ち
び
っ
こ
広
場

（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内
の
遊
戯

室
、
所
庭
）
祚
３
３
７
１
笞
コ

コ
ア
ン
ジ
ュ
新
家
祚
０
１
９
０

▼
開
放
時
間
＝
笊
〜
笙
午
前
十

時
〜
十
一
時
半
笞
午
後
一
時
半

〜
三
時
▼
そ
の
他
＝
信
達
・
樽

井
・
浜
・
鳴
滝
第
一
保
育
所
は

六
月
か
ら
所
庭
開
放
し
ま
す
▼

問
合
せ
＝
子
育
て
支
援
課
（
内

線
二
八
一
）

〜
ア
ン
デ
ィ
先
生
の

ま
ほ
う
の
時
間
〜

こ
れ
で
君
も
め
い
マ
ジ
シ
ャ

ン
。
▼
と
き
＝
六
月
三
日
貍
午

後
三
時
半
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
樽

井
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
料

金
＝
会
員
制
（
子
ど
も
・
大
人

と
も
月
額
一
、
〇
〇
〇
円
。
四

才
未
満
無
料
）
▼
申
込
み
＝

火
・
木
・
金
曜
日
の
午
前
十
時

〜
午
後
二
時
に
泉
南
お
や
こ
劇

場
事
務
局
薀
祟
２
９
０
９
へ
▼

問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線

二
四
七
）

地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

「
こ
ど
も
の
い
ば
し
ょ
」
で
一
緒

に
遊
び
ま
せ
ん
か
。「
こ
ど
も
の

い
ば
し
ょ
」
は
、
遊
び
い
っ
ぱ

い
、
体
験
い
っ
ぱ
い
の
遊
び
場

所
で
す
。
▼
と
き
＝
六
月
三
日

貍
〜
翌
年
三
月
ま
で
の
毎
週
土

曜
日
、
午
後
一
時
半
〜
三
時
半

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
詳
細
は
申
込
み
時
に
配
布

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
参
照
く
だ

さ
い
）
▼
と
こ
ろ
＝
市
内
五
教

室
（
一
丘
教
室
、
雄
信
教
室
、

鳴
滝
教
室
、
砂
川
教
室
、
泉
南

中
学
校
教
室
）
▼
対
象
＝
各
教

室
小
学
一
年
生
〜
中
学
三
年
生

▼
定
員
＝
各
五
十
名
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無

料
（
た
だ
し
、
教
材
費
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
）
▼
そ
の

他
＝
申
込
用
紙
は
、
教
育
委
員

会
、
公
民
館
、
文
化
ホ
ー
ル
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
古
代
史
博

物
館
に
設
置
▼
主
催
＝
泉
南
市

地
域
こ
ど
も
教
室
実
行
委
員
会

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
五
月
二

十
六
日
貊
ま
で
に
所
定
の
申
込

み
用
紙
で
傷
害
保
険
料
（
一
人

五
〇
〇
円
）
を
添
え
て
、
生
涯

学
習
課
へ
（
内
線
二
五
二
・
二

五
三
）

泉
南
市
立
青

少
年
の
森

は
、
自
然

に
親
し

み
、
規

律
あ
る

生
活
を

通
し
て
、

健
全
な
青

少
年
の
育
成

を
図
る
キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。
六

月
一
日
か
ら
、
一
年
を
通
し
て

利
用
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
▼

開
場
日
＝
一
年
中
（
た
だ
し
十

二
月
二
十
九
日
〜
一
月
五
日
の

間
は
閉
場
し
ま
す
）
▼
利
用
料

金
＝
次
表
の
と
お
り

▼
利
用
に
あ

た
っ
て
＝
テ

ン
ト
、
炊
さ

ん
用
具
な
ど

の
貸
し
出
し

や
食
料
品
な

ど
の
販
売
は

し
て
お
り
ま

せ
ん
。
各
自

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
現
地

に
飲
料
水
は
あ
り
ま
せ
ん
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
使
用
日
の
属

す
る
月
の
二
か
月
前
の
初
日
か

ら
使
用
日
の
五
日
前
（
土
日
祝

日
除
く
）
ま
で
に
印
鑑
持
参
の

上
、
申
込
用
紙
、
使
用
料
を
添

え
て
生
涯
学
習
課
へ
（
内
線
二

五
二
・
二
五
三
）

〜
み
ん
な
で
楽
し
い

汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
〜

▼
と
き
＝

五
月
二
十

七
日
貍
午

前
九
時
〜

（
雨
天
時

は
、
二
十

八
日
豸
に

順
延
）
▼

と
こ
ろ
＝

俵
池
グ
ラ
ウ
ン
ド
▼
種
別
＝
①

親
子
の
部
／
子
ど
も
（
小
学
生

以
下
）
と
保
護
者
②
小
学
生
低

学
年
の
部
（
小
学
三
年
生
以
下
）

③
小
学
生
高
学
年
の
部
（
小
学

四
年
生
以
上
）
④
一
般
の
部

（
複
数
申
込
可
）
▼
参
加
費
＝
大

人
五
〇
〇
円
、
子
ど
も
一
〇
〇

円
（
傷
害
保
険
料
含
む
）
▼
試

合
方
法
＝
八
ホ
ー
ル
の
総
打
数

で
勝
敗
を
決
め
る
▼
主
催
＝
泉

南
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
・

譛
ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
五
月
三

日
豢
〜
十
四
日
豸
ま
で
に
、
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
参
加
費
を
添
え
て
市
民

体
育
館
へ
（
五
月
六
日
貍
、
八

日
豺
の
午
後
と
九
日
貂
、
十
日

貉
、
十
一
日
貅
は
休
館
）
薀
祗

１
０
０
０

少
林
寺
拳
法
協
会
で
は
拳
士

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に

心
と
体
を
鍛
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
月
・
木
曜
日
午
後

七
時
〜
九
時
笆
火
・
金
曜
日
午

後
七
時
半
〜
九
時
▼
と
こ
ろ
＝

笊
樽
井
小
学
校
旧
講
堂
笆
西
信

達
小
学
校
体
育
館
▼
対
象
＝

幼
児
・
小
学
生
以
上
▼
問
合

せ
＝
事
務
局
薀
祟
４
４
９
３

６

ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
・

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

泉
南
お
や
こ
劇
場

第
九
十
二
回
低
学
年
例
会

六
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

「
こ
ど
も
の
い
ば
し
ょ
」

青
少
年
の
森

利
用
受
付
を
開
始

少
林
寺
拳
法

拳
士
募
集

保
育
所
（
園
）
で

遊
び
ま
せ
ん
か

一般 
宿泊 1人1泊 200円 
日帰り 1人1日 100円 

青少年 
宿泊 1人1泊 100円 
日帰り 1人1日 50円 

「一般」は18歳以上「青少年」は18歳未満 



９

※一般会計（歳入予算）【図１】

※一般会計（歳出予算）【図2】

※市債現在高のグラフ（市債総額　239億2,166万円）

※【図1】の歳入予算額綏と収入済額絽との項目別グラフ

※【図2】の歳出予算額綛と支出済額綺との項目別グラフ

※主な特別会計（収入済額と支出済額）

一般会計予算現額212億7,541万円の内歳入予算の収入済額は146億7,670万円です。また、

歳出予算の支出済額は132億2,700万円となっています。

（平成18年2月末現在）

市
有
財
産

笊土地開発基金　4億8,451万円

笆教育振興育英奨学基金 1,116万円

笳公債費管理基金　1億4,766万円

笘公共施設整備基金　8億3,871万円

笙高額療養費貸付基金　300万円

笞緑化基金　2億2,683万円

笵ふるさと創生事業推進基金　1億75万円

笨地域福祉基金　3億7,586万円

笶汚水処理施設管理基金　3,037万円

筐医療施設整備基金　1,105万円

筺介護保険給付費準備基金　1億4,154万円

笄農用地整備基金　1,189万円

基
　
　
金

基金合計額　23億8,333万円

平成17年度予算執行状況報告 ▼問合せ＝財政課（内線３０８）

公有財産　

962,348.95㎡
土地

781,415.92㎡
建物

180,933.03㎡

歳入予算額 

212億7,541万円 

Ａ 収入済額 

146億7,670万円 
Ｂ (　　)内は、収入済額 

22億4,110万円 

89億6,155万円 

20億9,028万円 

15億5,029万円 

9億7,379万円 

26億   69万円 

28億5,771万円 

市　税 

市　債 

国庫支出金 

地方交付税 

府支出金 

その他 

繰入金 

(88億  543万円)(17億5,820万円)

(0円)

(17億9,781万円)

(0円)

(4億9,927万円)

(18億1,599万円)

歳出予算額 

212億7,541万円 

Ｃ 

支出済額 

132億2,700万円 

Ｄ 

その他 

消防費 

衛生費 

教育費 

総務費 

公債費 

土木費 

民生費 
70億1,657万円 31億7,037万円 

31億2,100万円 

23億4,424万円 

22億   12万円 

15億7,874万円 

9億4,475万円 

8億9,962万円 
(　　)内は、支出済額 

(51億 186万円)(13億7,537万円)

(8億3,498万円)

(15億6,128万円)

(18億3,488万円)

(12億8,556万円)

(7億9,860万円)

(4億3,447万円)

土木債 

91億5,927万円 

その他 

71億9,890万円 

19億2,025万円 
　教育債 

総務債 
31億7,537万円 

農林水産債 12億3,872万円 
衛生債 4億5,938万円 
民生債 4億235万円 

消防債 3億6.742万円 

収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 

42億2,043万円 
56億3,744万円 
40億4,688万円 
44億6,331万円 

10億3,344万円 
3億3,718万円 

13万円 
66万円 

24億1,468万円 
18億8,294万円 

国民健康保険事業特別会計 

汚水処理施設管理特別会計 

介護保険事業特別会計 

老人保健特別会計 

下水道事業特別会計 

主な特別会計 収入済額と支出済額 

泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で
は
、

外
国
人
を
受
け
入
れ
、
家
庭
と

と
も
に
生
活
す
る
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
や
外
国
人
を
家
庭
に
招
い
て

交
流
を
深
め
る
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ

ト
が
可
能
な
家
庭
を
募
集
し
ま

す
。
▼
受
入
時
期
＝
関
西
国
際

セ
ン
タ
ー
研
修
生
交
流
支
援
協

議
会
か
ら
の
照
会
に
応
じ
て
、

そ
の
都
度
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

登
録
者
へ
照
会
し
ま
す
▼
受
入

期
間
＝
笊
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
一

泊
二
日
笆
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
は

半
日
▼
内
容
＝
関
西
国
際
セ
ン

タ
ー
に
訪
日
中
の
研
修
生
（
外

交
官
・
公
務
員
・
司
書
・
大
学

生
な
ど
）
の
受
け
入
れ
を
行
い

ま
す
▼
対
象
＝
①
泉
南
市
内
に

住
所
を
有
し
、
国
際
交
流
活
動

に
熱
意
と
理
解
が
あ
る
家
庭
②

家
族
全
員
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
の
主
旨
に
賛

同
し
、
好
意
で
外
国
人
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
家
庭
で
あ
る
こ
と

③
本
委
員
会
が
適
当
と
考
え
ら

れ
る
各
種
研
修
会
、
会
合
等
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

▼
申
込
み
＝
登
録
希
望
の
方
は
、

所
定
の
用
紙
に
記
入
の
う
え
政

策
推
進
課
へ
▼
問
合
せ
＝
泉
南

市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
国
際
交
流
事

業
部
事
務
局
（
市
役
所
政
策
推

進
課
内
）（
内
線
二
八
七
）

朗
読
は
、「
心
を
通
し
て
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
日
本
語
の
豊
か
な

表
現
再
発
見
の
思
い
で
、
歩
み

続
け
て
お
り
ま
す
。
▼
と
き
＝

毎
月
第
二
、
四
金
曜
日
午
後
一

時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
図

書
館
視
聴
覚
室
▼
講
師
＝
瑞
田
は
し
だ

宏
三

こ
う
ぞ
う

さ
ん
▼
活
動
内
容
＝
声
の

広
報
の
収
録
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
高

齢
障
害
介
護
課

堀
河
の
森
の
豊
か
な
自
然
に

ふ
れ
な
が
ら
、
一
日
楽
し
く
里

山
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼

と
き
＝
五
月
二
十
日
貍
午
前
十

時
半
〜
午
後
三
時
（
雨
天
中
止

時
は
当
日
午
前
六
時
半
か
ら
次

の
記
電
話
番
号
で
案
内
が
あ
り

ま
す
）
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
堀

河
（
堀
河
の
森
、
紀
泉
わ
い
わ

い
村
）
▼
内
容
＝
山
づ
く
り
、

生
き
物
観
察
▼
集
合
＝
紀
泉
わ

い
わ
い
村
管
理
棟
前
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
携
行
品
＝
弁
当
、

水
筒
、
雨
具
、
作
業
の
で
き
る

服
装
、
軍
手
等
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
譛
大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ

ス
ト
協
会
／
薀
０
６
・
６
９
４

９
・
５
７
０
５
蕭
０
６
・
６
９

４
９
・
５
７
０
７
／e

-m
a
il:

m
idori@

ogtrust.jp

第
十
回
定
期
演
奏
会
に
む
け

て
新
し
い
仲
間
を
募
集
中
。
特

に
男
性
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
▼
練
習
日
＝

毎
週
水
曜
日
午
後
七
時
半
〜
九

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館

三
階
▼
指
導
＝
竹
中
満
里
子

た
け
な
か
ま
り
こ

さ

ん
▼
練
習
中
の
曲
目
＝
モ
ー
ツ

ア
ル
ト
戴
冠
ミ
サ
全
六
曲
、
み

ど
り
の
森
よ
、
菩
提
樹
、
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ポ
イ
ン
セ
チ
ア

他
▼
連
絡
先
＝
合
唱
団
（
三
隅
み
す
み

）

薀
磴
３
４
６
１
▼
問
合
せ
＝
生

涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

▼
職
種
＝
留
守
家
庭
児
童
会

（
チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
）
の
指
導
員

▼
資
格
＝
▽
教
員
免
許
ま
た
は

保
育
士
資
格
を
有
す
る
方
、
ま

た
は
留
守
家
庭
児
童
会
指
導
員

の
経
験
（
一
年
以
上
）
の
あ
る

方
▽
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日

〜
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
▼
採
用
予
定

人
員
＝
一
名
▼
試
験
内
容
＝
筆

記
・
作
文
・
面
接
▼
試
験
日
＝

六
月
四
日
豸
▼
採
用
予
定
日
＝

七
月
一
日
貍
▼
募
集
要
項
の
配

布
＝
五
月
一
日
豺
か
ら
生
涯
学

習
課
で
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

五
月
八
日
豺
〜
二
十
六
日
貊

（
土
日
は
除
く
）
の
期
間
に
生
涯

学
習
課
へ
（
内
線
二
五
二
）

▼
職
種
＝
留
守
家
庭
児
童
会
指

導
員
補
助
▼
資
格
＝
平
成
十
八

年
四
月
一
日
現
在
六
十
歳
未
満

の
方
で
、
放
課
後
・
土
曜
日
・

学
校
休
業
日
等
に
週
三
、
四
日

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
で
き
る

方
▼
採
用
予
定
人
員
＝
二
名
▼

試
験
内
容
＝
面
接
▼
選
考
日
＝

六
月
四
日
豸
▼
時
間
給
＝
八
一

〇
円
▼
採
用
予
定
日
＝
七
月
一

日
貍
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
五

月
八
日
豺
〜
二
十
六
日
貊
（
土

日
除
く
）
執
務
時
間
内
に
写
真

付
履
歴
書
と
三
五
〇
円
分
の
切

手
を
貼
り
、
宛
名
を
明
記
し
た

返
信
用
定
形
封
筒
（
長
形
三
号
）

を
生
涯
学
習
課
へ
ご
持
参
く
だ

さ
い
（
内
線
二
五
二
）

▼
募
集
住
宅
＝
泉
南
岡
田
住
宅

一
般
公
募
三
戸
（
一
般
世
帯
向

け
一
戸
、
福
祉
世
帯
向
け
二
戸
）

▼
申
込
用
紙
配
布
場
所
＝
大
阪

府
住
宅
供
給
公
社
、
各
管
理
セ

ン
タ
ー
、
大
阪
府
住
宅
経
営
室

住
宅
管
理
課
、
府
庁
別
館
住
宅

相
談
室
、
各
府
民
情
報
プ
ラ
ザ
、

大
阪
市
を
除
く
市
役
所
▼
申
込

用
紙
配
布
期
間
・
申
込
受
付
期

間
＝
五
月
一
日
豺
〜
三
十
一
日

貉
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

申
込
み
に
つ
い
て
は
二
十
一
日

豸
ま
で
）
▼
申
込
方
法
＝
指
定

の
封
筒
で
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
切
手
を
貼
り
、
郵

送
で
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
内
消
印
有
効
で
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
申
込
み
は
大
阪
府
営
住
宅

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.osak

a.jp
/j

u
tak
u
/in
d
ex
.h
tm
l

を
ご
覧
く

だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
住

宅
供
給
公
社
募
集
課
府
営
住
宅

募
集
係
薀
０
６
・
６
３
７
５
・

７
１
７
１
（
募
集
期
間
内
の
専

用
電
話
）

８

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
登
録
し
ま
せ
ん
か

堀
河
の
森
保
全
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
市
混
声
合
唱
団

団
員
募
集

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
く
す
の
木
」
会
員
募
集

泉
南
市
留
守
家
庭
児
童
会

指
導
員
補
助
を
募
集

非
常
勤
嘱
託
職
員
／
留
守
家

庭
児
童
会
指
導
員
を
募
集

府
営
住
宅
総
合
募
集

新
築
入
居
者
を
募
集



五
月
二
十
二
日
豺
か
ら
の
一
週
間
は
、

総
務
省
の
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
で

す
。
道
路
、
年
金
、
登
記
、
郵
便
な
ど

国
や
公
団
、
公
社
な
ど
の
仕
事
に
つ
い

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
そ
の
他
、
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ
て

い
ま
す
。
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の
有
識
者
で
す
。

無
報
酬
で
自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
行
政
相
談
委
員
＝
笊
松
本
啓
子
／
新

家
／
薀
祗
０
８
７
７
笆
金
田
辰
之

か
な
た
た
つ
ゆ
き

／
男

里
／
薀
祟
６
９
２
５

行
政
相
談
所

▼
と
き
＝
毎
月
第
三
木
曜
日
、
午
後
二

時
〜
四
時
（
泉
南
市
に
つ
い
て
は
下
記

の
相
談
あ
ん
な
い
に
毎
月
掲
載
）

▼
と
こ
ろ
＝
大
丸
百
貨
店
心
斎
橋
店
南

館
八
階
大
阪
総
合
行
政
相
談
所

▼
問
合
せ
＝
総
務
省
・
近
畿
管
区
行
政

評
価
局
行
政
相
談
課
薀
０
６
・
６
９
４

１
・
８
３
５
８
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5月25日木曜日 
午後2時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

5月11日,18日,25日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室２ 

市役所別館 
一階会議室２ 

商工労働課 
薀83-0001

商工労働課 
薀83-0001

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

知的障害者相談 

市役所 
子育て支援課 

市役所 
税務課 

市役所 
国民健康保険課 

子育て支援課 
薀83-0001 
（内線242） 

税務課 
薀83-0001 
（内線233） 
国民健康保険課 
薀83-0001 
（内線259） 

高齢障害介護課 
薀83-0001

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001

教育相談 

月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権協会 
薀85-1401

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
商工労働課 

市役所別館 
一階会議室２ 

商工労働課 
薀83-0001消費者相談 

毎月第４木曜日 
午後1時30分 
　～4時30分 

月～金曜日の 
　午前9時～ 
　午後5時 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

せんなん 
ピアセンター 
薀82-0114

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
商工労働課 

商工労働課 
薀83-0001市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

商工労働課 
薀83-0001

商工労働課 
薀83-0001

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

税務課 
薀83-0001 
（内線239） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎月第1・3月曜日 
午後2時～3時（整形外科医） 
毎月第2・4木曜日 
午後1時半～2時半（内科医） 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707

健康相談 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 
毎月１０日（土日 
祝日は翌執務日） 
午後５時４５分 
　　　　～８時 

（カウンセリング） 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

関西国際空港情報：№72

第23回関空わくわくセミナー
軼神秘の国軻トルコセミナー開催
イスタンブール線の再就航（6月

15日貅～）を記念して、変化に富ん

だ自然や文化を有するトルコの魅力

をご紹介します。トルコの紅茶“チ

ャイ”を楽しみながら、トルコ料理

店シェフによるトルコ家庭料理の紹

介など。また、抽選で素敵なプレゼ

ントが当たります！

▼とき＝5月20日貍午後1時半～3時半

▼ところ＝ホテル日航関西空港「白

鳥の間」

▼定員＝100名（無料・申込順）

▼申込み・問合せ＝官製ハガキ、Ｆ

ＡＸ、または関空HPサイトの応募ペ

ージで、氏名、住所、年齢、参加人

数、電話番号、ＦＡＸ番号、Eメー

ルアドレスを記入の上、〒549-8501

大阪府泉佐野市泉州空港北１

関西国際空港譁航空営業部

「関空わくわくセミナー事務局」宛

薀碚２１０９（平日午前10時～午後6

時）蕭碚２０５７ht tp : / /www .

kansai-airport.or.jp/

ゴールデンウィークイベント開催！
ゴールデンウィーク期間中、関空

では楽しいイベントがいっぱい。生

ライブやダンスステージやキャラク

ターショーなど、子どもから大人ま

でお楽しみいただけます。今年もＧ

Ｗは関空でお過ごしください。なお

イベントの詳細については、ホーム

ページで順次お知らせいたします。

▼問合せ＝イベントグループ

薀碚２１５６

総
務
省
の
行
政
相
談
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

ま
つ
も
と
け
い
こ

縡
労
災
保
険
法
等
で
補
償
さ
れ
な
い
石

綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る
中
皮
腫
や

肺
が
ん
を
発
症
し
て
い
る
方
お
よ
び
こ

の
法
律
の
施
行
前
に
こ
れ
ら
の
疾
病
を

発
症
し
死
亡
し
た
方
の
ご
遺
族
に
対
し

て
、
医
療
費
等
の
救
済
給
付
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

ご
相
談
、
申
請
等
の
手
続
き
は
、
笊

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
ま

た
は
笆
環
境
省
近
畿
地
方
環
境
事
務
所

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る
指
定

疾
病
に
か
か
り
、
法
律
の
施
行
後
、
認

定
申
請
を
行
わ
な
い
で
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
場
合
、
救
済
給
付
は
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
、
石
綿

（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る
中
皮
腫
や
肺
が

ん
に
か
か
っ
て
い
る
方
は
、
早
め
に
申

請
の
手
続
き
を
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す

▽
特
別
遺
族
弔
慰
金
お
よ
び
特
別
葬
祭

料
を
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機

構
に
対
し
請
求
が
で
き
る
の
は
、
石
綿

に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法

律
の
施
行
日
（
平
成
十
八
年
三
月
二
十

七
日
）
か
ら
三
年
間
（
平
成
二
十
一
年

三
月
二
十
六
日
）
で
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い

▽
療
養
手
当
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
認

定
申
請
を
行
う
と
き
に
、
認
定
申
請
書

と
あ
わ
せ
て
療
養
手
当
の
請
求
書
を
提

出
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

▼
相
談
・
申
請
窓
口
＝
笊
独
立
行
政
法

人
環
境
再
生
保
全
機
構
本
部
（
救
済
給

付
専
用
薔
０
１
２
０
・
３
８
９
・
９
３

１
）

大
阪
支
部
（
〒
五
三
〇
・
〇
〇
〇
二

大
阪
市
北
区
曽
根
崎
新
地
一
・
一
・
四

九
梅
田
滋
賀
ビ
ル
四
階
薀
０
６
・
６
３

４
２
・
０
３
３
５
蕭
０
６
・
６
３
４

２
・
０
２
６
０h

ttp
://w

w
w
.erca.g

o
.jp/asbestos/

）

笆
環
境
省
地
方
環
境
事
務
所
近
畿
地
方

環
境
事
務
所
（
〒
五
四
〇
・
六
五
九
一

大
阪
市
中
央
区
大
手
前
一
・
七
・
三
一

大
阪
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ズ
マ
ー
ト
（
Ｏ

Ｍ
Ｍ
）
ビ
ル
八
階
薀
０
６
・
４
７
９

２
・
０
７
０
３
）

▼
申
請
書
配
布
窓
口
＝
大
阪
府
泉
佐
野

保
健
所
（
〒
五
九
八
・
〇
〇
〇
一
　
泉

佐
野
市
上
瓦
屋
五
八
三
・
一
薀
磆
７
７

０
１
）

縒
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
を
取
扱
う
作

業
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
中
皮
腫
や

肺
が
ん
等
を
発
症
し
、
平
成
十
三
年
三

月
二
十
六
日
以
前
に
死
亡
し
た
労
働
者

等
の
遺
族
で
あ
っ
て
、
時
効
に
よ
り
労

災
保
険
法
に
基
づ
く
遺
族
補
償
給
付
を

受
け
る
権
利
が
消
滅
し
た
方
に
対
し
て
、

特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

給
付
金
の
支
給
を
希
望
す
る
遺
族
の

方
は
、
岸
和
田
労
働
基
準
監
督
署
に
ご

相
談
の
う
え
、
請
求
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

▽
平
成
十
三
年
三
月
二
十
七
日
以
降
に

死
亡
し
た
労
働
者
（
特
別
加
入
者
を
含

む
）
の
遺
族
の
方
に
つ
い
て
は
、「
労
災

保
険
法
」
に
基
づ
く
遺
族
補
償
給
付
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

労
働
者
（
特
別
加
入
者
を
含
む
）
が

亡
く
な
ら
れ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
五
年
以
内
に
請
求
し
な
い
場
合
、「
労

災
保
険
法
」
に
基
づ
く
遺
族
補
償
給
付

の
支
給
を
受
け
る
権
利
は
時
効
に
よ
っ

て
消
滅
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

▽
特
別
遺
族
年
金
ま
た
は
特
別
遺
族
一

時
金
の
請
求
は
、
施
行
日
（
平
成
十
八

年
三
月
二
十
七
日
）
か
ら
三
年
以
内
に

請
求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

▼
相
談
・
申
請
窓
口
＝
岸
和
田
労
働
基

準
監
督
署
（
〒
五
九
六
・
〇
〇
七
三

岸
和
田
市
岸
城
町
二
三
・
一
六
薀
瞶
３

９
３
９
）

▼
縡
縒
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
薀
祗

７
６
１
５
ま
た
は
環
境
整
備
課

10

「
石
綿
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す

る
法
律
」
が
三
月
二
十
七
日
施
行

広告掲載枠です。
内容については、今月号広報せんなんをご覧ください。



　 笊 笆 珎 玻 珀 珥
珮 笨 笶 筐 筺 笄 珸
琲 筌 筅 琿 瑟 瑙 瑁
瑜 筱 筬 瑣 瑪 瑶 瑾
璋 箜 箚 瓊 珈 玳 珎
玻 笙 笞 珮 珞 璢 琅

5月1日～6月10日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　笊笆珎玻珀笞
珮繆笶筐筺琥珸
琲縲筅琿瑟瑙瑁
瑜繚筬瑣瑪瑶瑾
璋緕箚瓊珈玳珎
玻縉笞珮珞璢琅

　笊笆笳笘笙珥
珮繆笶琅瑯琥珸
琲縲筅琿瑟瑙瑁
瑜繚筬瑣瑪瑶瑾
璋緕箚瓊珈玳珎
玻縉笞珮珞璢琅

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

5月1日～6月10日・薀祗１０００ 

　”健康＆体力づくり”の第一歩は、 
　　　　”温水プール”からはじめましょう！ 

※受付は、午前9時～午後5時半但し 
月曜日は正午まで（行事により早く 
閉館する場合があります） 

5月1日～6月10日・薀祟４３６１ 

鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

ファミール南大阪 

浜老人集会場  

青少年センター 

一丘団地 

八幡山自治会館 

関空マーブルコースト 

西信達公民館 

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:10～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:40

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

5月1日～6月10日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

濂  
濂  
⑱  
⑱  
⑲  
⑲  

濬  
濬  
澤  
澤  
澹  
澹  

⑭  
⑭  
⑧  
⑧  
⑨  
⑨  

濆  
濆  
澪  
澪  
濟  
濟  

⑩  
⑩  
⑪  
⑪  
⑫  
⑫  

澡  
澡  
⑮  
⑮  
⑯  
澑  

⑦  
⑦  
①  
①  
②  
②  

５月 ６月 ６月 ５月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

　笊玳笳笘笙珥
珮笨璢琅瑯琥珸
琲筌瑕琿瑟瑙瑁
瑜筱瑰瑣瑪瑶瑾
璋箜璧箋珈玳珎
玻笙珥珮珞璢琅

巡
回
は
お
休
み
で
す 砂川老人集会場 

ルナりんくう サンハイツ和泉砂川 



介
護
保
険
料
は
、
市
民
税
の
課
税
状
況

等
に
よ
り
五
段
階
の
料
率
で
賦
課
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
法
律
改
正
に
よ
り
、
平
成

十
八
年
度
か
ら
は
六
段
階
の
料
率
で
賦
課

さ
れ
ま
す
。
平
成
十
八
年
度
の
介
護
保
険

料（
六
十
五
歳
以
上
の
第
一
号
被
保
険
者
）

は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、介
護
保
険
料
の
納
付
方
法
に
は
、

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
六
回
払
い
の
特

別
徴
収
と
、
納
付
書
で
の
納
付
ま
た
は
口

座
振
替
手
続
き
に
よ
る
六
月
か
ら
十
回
払

い
の
普
通
徴
収
が
あ
り
ま
す
。
介
護
保
険

料
の
金
額
は
、
四
月
か
ら
三
月
ま
で
の
一

年
間
の
年
額
で
計
算
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、

年
度
途
中
に
六
十
五
歳
に
な
っ
た
方
や
転

入
さ
れ
た
方
は
そ
の
月
か
ら
の
計
算
と
な

り
ま
す
。

▼
注
意
＝
介
護
保
険
料
を
一
年
以
上
滞
納

す
る
と
、
保
険
給
付
を
受
け
る
と
き
に
制

約
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

第
一
段
階
の
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
お
よ

び
第
二
段
階
、
第
三
段
階
の
方
の
う
ち
、

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
（
生
活
保
護
に
準

ず
る
状
況
に
あ
る
方
）
を
対
象
に
減
額
規

定
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介
護
課

泉
南
市
で
は
、
次
に
掲
げ
る
中
小
企
業

者
向
け
融
資
等
を
受
け
て
い
る
事
業
者
に

対
し
、
そ
の
返
済
利
子
の
一
部
を
補
給
し

て
い
ま
す
。
申
請
を
行
う
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
対
象
で
あ
る
利
用
融
資
の
登
録
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
業
者
の
方

は
、
商
工
労
働
課
備
え
付
け
の
登
録
書
お

よ
び
同
意
書
に
て
ご
登
録
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
す
で
に
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
事
業

者
に
つ
き
ま
し
て
も
、
登
録
融
資
に
変
更

が
あ
る
場
合
や
、
新
た
に
対
象
融
資
を
実

行
さ
れ
た
場
合
は
、
登
録
の
変
更
を
必
ず

行
っ
て
く
だ
さ
い
。登
録
が
無
い
場
合
は
、

利
子
補
給
の
対
象
融
資
で
あ
る
か
確
認
が

で
き
ず
、
利
子
補
給
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
事
業
者
＝
泉
南
市
内
に
居
住
し

（
法
人
は
市
内
に
登
記
簿
上
の
本
店
を
有

し
）、
市
内
で
事
業
を
営
む
事
業
者
で
次

の
①
〜
③
の
融
資
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

▼
対
象
と
な
る
融
資
＝
①
大
阪
府
中
小
企

業
向
け
経
営
安
定
資
金
融
資
（
連
鎖
倒
産

防
止
対
策
資
金
含
む
）
②
大
阪
府
中
小
企

業
向
け
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
資
金
融
資
（
経

営
基
盤
確
保
特
別
融
資
・
緊
急
経
営
支
援

特
別
融
資
）
③
国
民
生
活
金
融
公
庫
融
資

制
度
に
よ
る
小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
融

資
（
た
だ
し
、
③
に
つ
い
て
は
平
成
十
六

年
一
月
一
日
以
降
に
融
資
実
行
さ
れ
た
事

業
者
の
み
）

▼
持
参
物
＝
印
鑑
（
法
人
の
場
合
は
法
人

お
よ
び
代
表
者
認
印
）
・
金
融
機
関
発
行

の
返
済
計
画
（
明
細
）
書
（
複
数
あ
る
場

合
は
全
て
）

▼
問
合
せ
＝
商
工
労
働
課

〜
障
害
者
の
皆
さ
ん
の

働
き
た
い
と
い
う
思
い
を
応
援
〜

本
市
で
は
、
大
阪
府
、
泉
佐
野
市
、
阪

南
市
、
熊
取
町
、
田
尻
町
、
岬
町
と
連
携

し
、障
害
者
の
職
業
生
活
に
お
け
る
自
立
、

就
業
、
社
会
生
活
上
の
総
合
的
な
支
援
を

行
う
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
な

る
「
泉
州
南
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
準

備
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

就
職
し
た
い
希
望
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
事
業
所
で
の
職
場
実
習
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
・
市
の
地
域
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
て
就
労
支
援
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

事
業
所
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に

雇
用
相
談
や
給
付
金
制
度
な
ど
の
情
報
提

供
を
行
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
方
た
ち
の

働
く
職
場
を
創
造
す
る
た
め
、
事
業
主
や

職
場
の
同
僚
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
開
設
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ほ
っ
ぷ
」

泉
佐
野
市
下
瓦
屋
薀
磋
７
８
６
７

▼
問
合
せ
＝
商
工
労
働
課

清
掃
課
で
は
ご
み
の
減
量
化
と
有
効
利

用
を
推
進
し
、
ご
み
問
題
に
対
す
る
市
民

意
識
向
上
に
資
す
る
た
め
、
自
主
的
に
有

価
物
の
集
団
回
収
を
行
う
地
域
住
民
団
体

に
対
し
、
報
奨
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
団
体
＝
概
ね
二
十
世
帯
以

上
の
市
内
の
自
治
会
、
子
供
会
、
婦
人
会
、

老
人
会
等
の
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

で
、
一
年
間
に
六
回
以
上
集
団
回
収
を
実

施
す
る
団
体

▼
対
象
品
目
＝
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
、
衣
服
、
古
布
、
空
缶
（
ア
ル
ミ
缶
）、

牛
乳
パ
ッ
ク

▼
交
付
金
額
＝
回
収
量
一
㎏
当
た
り
四
円

▼
報
奨
金
交
付
の
流
れ
＝
①
報
償
金
の
交

付
を
希
望
す
る
団
体
は
、
市
に
有
価
物
集

団
回
収
実
施
団
体
登
録
申
請
書
を
提
出
、

報
償
金
交
付
団
体
と
し
て
の
登
録
を
受

け
、
有
価
物
集
団
回
収
専
用
伝
票
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
類
は
清
掃
課

お
よ
び
環
境
整
備
課
に
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
泉
南
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
②
集
団
回
収
を

実
施
（
年
六
回
以
上
実
施
）
③
有
価
物
集

団
回
収
報
償
金
交
付
申
請
書
に
有
価
物
集

団
回
収
専
用
伝
票
（
市
役
所
用
お
よ
び
再

生
資
源
集
団
回
収
推
進
協
議
会
用
）
を
添

付
し
左
記
の
申
請
時
期
に
清
掃
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
▽
上
半
期
分
（
三
月
〜
八

月
分
）
は
九
月
▽
下
半
期
分
（
九
月
〜
二

月
分
）
は
三
月
④
報
償
金
交
付
（
交
付
請

求
書
の
口
座
に
振
込
み
ま
す
）

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７
５

15

有
価
物
集
団
回
収
報
奨
金

交
付
制
度
の
お
知
ら
せ

中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
利
子

補
給
金
申
請
に
か
か
る
登
録

泉
州
南
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
準
備
セ
ン
タ
ー
を
開
設

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

保険料段階 年　額 対　象　者 

第１段階 27,546円 老齢福祉年金受給者で世帯全員が 市民税非課税および生活保護受給者 

第３段階 41,319円 
世帯全員が市民税非課税 
（上記の「第２段階」以外の方） 

第５段階 68,865円 
本人が市民税課税で本人の合計所得 
金額が200万円未満 

第６段階 82,638円 
本人が市民税課税で本人の合計所得 
金額が200万円以上 

第４段階 55,092円 本人が市民税非課税（基準額） 

第２段階 27,546円 
世帯全員が市民税非課税で本人の公的 
年金収入が80万円以下であって公的年 
金以外に所得がない方 

税制改正の影響で第４段階、第５段階になった方については、段階的に保険料額を上げていきます。 
月額の保険料については、６月にお送りします納入通知書をご覧ください。 
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車
両
の
使
用
者
（
持
ち
主
）
を
対
象

と
し
た
放
置
違
反
金
の
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
す
。
そ
の
他
、
車
検
拒
否
や
車
両

の
使
用
制
限
命
令
制
度
な
ど
が
設
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
民
間
の
駐
車
監
視
員
が

放
置
駐
車
違
反
の
車
両
に
標
章
（
ス
テ

ッ
カ
ー
）
を
取
り
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
阪
府
警
察
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジh

ttp
:/
/
w
w
w
.p
o
lic
e
.p
re
f.

osaka.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
交
通
課
薀
磚

１
２
３
４

警
察
で
は
、
被
害
者
の
方
々
の
ご
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
警
察
で

は
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、
専
門
の
相

談
機
関
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
相
談
窓
口
名
＝
次
表
の
と
お
り

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
薀
磚
１
２
３
４

▼
と
き
＝
平
成
十
八
年
五
月
二
十
八
日

豸
午
前
二
時
か
ら

▼
変
更
点
＝
現
在
使
用
し
て
い
る
市
外

局
番
の
末
尾
番
号
が
取
れ
て
、
市
内
局

番
の
先
頭
に
つ
き
ま
す

現
　
在
０
７
２
４
・
△
△
・
□
□
□
□

変
更
後
０
７
２
・
４
△
△
・
□
□
□
□

▼
注
意
＝
▽
現
在
使
用
中
の
電
話
機
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
は
取
り
替
え
ず
に
そ
の
ま

ま
使
用
で
き
ま
す
▽
た
だ
し
、
メ
モ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
に
市
内
局
番
か
ら
登

録
さ
れ
て
い
る
相
手
方
が
あ
る
場
合
、

登
録
の
変
更
が
必
要
で
す

▼
八
尾
市
等
「
０
７
２
９
」
地
域
と
の

通
話
の
場
合
＝
今
回
の
電
話
番
号
の
変

更
に
よ
り
、
同
一
市
外
局
番
と
な
り
ま

す
が
、
従
来
ど
お
り
市
外
通
話
と
し
て
、

新
し
い
市
外
局
番
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
総
務
省
近
畿
総
合
通
信
局

情
報
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課
薀
０

６
・
６
９
４
２
・
８
５
１
８
蕭
０
６
・

６
９
２
０
・
０
６
０
９

り
ん
く
う
公
園
広
場
・
運
動
広
場
に

つ
い
て
、
七
月
〜
九
月
の
毎
週
金
曜
日

の
み
午
前
九
時
〜
午
後
七
時
ま
で
貸
出

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館
薀
祗
１
０
０

０

（№６４） 

「体を育てよう」　砂川幼稚園 
砂川幼稚園は、昭和40年5月に開園し、今年で創立

41年になります。場所は、白砂青松の砂川奇勝の近く、

住宅地と農地との境に位置し、たいへん閑静で見晴ら

しのよいところにあります。

家庭において、子どもたちは最近戸外で遊んだり、

歩いたり、走ったりして運動する機会がたいへん少な

くなってきており、体力が低下しています。そこで運

動場での遊びや体力づくりを意図的に取り入れていま

す。

1学期には7月と8月のプールカードを作っての「プ

ール遊び」、2学期には10月と11月の体力カードを作っ

ての「体力テスト」、3学期には1月と2月の「なわとび

大会」を行っています。

「プール遊び」では、10回程度時間を設け、5歳児

は補助板を持って泳げる、4歳児は補助板に乗って泳

げる、3歳児は水に親しむことを目標としています。

「体力テスト」は、園庭に設置している遊具や移動運

動器具等を使用しての種目で、5歳児・4歳児・3歳児

各10種目を設定し、8種目以上の合格をめざし取り組

んでおります。園庭には遊具や移動運動器具がたくさ

ん設置されていますが、このテストを通じて色々な遊

具や器具に子どもたちが慣れ親しんでほしいという意

図が含まれています。

2月中旬

に行われる

「なわとび

大会」では、

5歳児・4歳

児・3歳児

各合格基準

を設定し、

みんな合格

をめざして

がんばっています。

被
害
相
談
窓
口
の
ご
案
内

〜
一
人
で
悩
ま
な
い
で
〜

六
月
一
日
か
ら
違
法
駐
車

取
締
り
が
変
わ
り
ま
す

相談窓口 
ウーマンライン 
性犯罪被害相談 
暴力団・けん銃110番 
悪徳商法110番 

平日午前９時～午後５時 
06－6941－0110
06－6941－1166

ちかん（鉄道内）被害相談所 06－6885－1234

ストーカー110番 06－6937－2110

警察相談室 06－6941－0030 
プッシュ回線＃9110

06－6941－4592
グリーンライン 
少年相談 

平日午前９時～午後５時45分 
06－6772－7867

平日午前９時～午後５時45分 
06－6772－7076
上記時間外 
06－6945－1321

チャイルド・ 
レスキュー110番 
児童虐待相談 

電話番号 

り
ん
く
う
公
園
広
場
・
運
動
広
場（
大

阪
府
南
部
広
域
防
災
拠
点
）の
利
用

「
０
７
２
４
」
地
域
の

市
外
局
番
が
変
わ
り
ま
す



高
齢
者
な
ど
で
収
入
が
少
な
い
方
が
所

有
す
る
居
住
用
資
産
（
土
地
･
家
屋
）
に

係
る
固
定
資
産
税
･
都
市
計
画
税
の
減
免

制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
減
免
対
象
要
件
＝
次
の
①
〜
⑤
の
要
件

す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
所
有
者
が
▽
六
十
五
歳
以
上
▽
障
害
の

あ
る
方
（
五
、
六
級
を
除
く
）
▽
寡
婦
･

寡
夫
の
い
ず
れ
か
一
つ
に
該
当
す
る
方

②
所
有
者
お
よ
び
そ
の
家
族
全
員
（
生
計

を
同
一
に
す
る
者
）
が
住
民
税
均
等
割
非

課
税
限
度
額
以
下
の
所
得
で
あ
る
こ
と

③
所
有
し
て
い
る
固
定
資
産
が
自
己
居
住

用
資
産
で
あ
る
こ
と
（
他
に
宅
地
等
を
所

有
し
て
い
な
い
こ
と
）

④
家
屋
の
床
面
積
が
一
二
〇
裃
以
下

⑤
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
を
含
む
）

の
年
税
額
が
五
〇
、
〇
〇
〇
円
以
下

▼
減
免
額
＝
対
象
資
産
に
対
す
る
税
額
の

二
分
の
一

▼
必
要
書
類
＝
平
成
十
八
年
度
固
定
資
産

税
納
税
通
知
書
、
印
鑑
、
身
体
障
害
者
等

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
手
帳
ま
た

は
証
明
書

▼
申
請
・
問
合
せ
＝
五
月
三
十
一
日
貉
ま

で
に
税
務
課
へ
（
内
線
二
二
九
・
二
三

九
・
三
一
六
）

平
成
十
八
年
度
の
固
定
資
産
税
（
償
却

資
産
含
む
）
・
都
市
計
画
税
お
よ
び
軽
自

動
車
税
の
各
納
期
と
出
張
徴
収
の
日
程
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市
税
の
納
期

内
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
含
む
）
・
都

市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
の
納
期
＝
表
①

を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
含
む
）
・
都

市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
の
出
張
徴
収
を

実
施
し
ま
す
＝
表
②
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
納
期
前
納
付
の
報
奨
金
＝
個
人
の
市
府

民
税
（
普
通
徴
収
分
）
、
固
定
資
産
税

（
償
却
資
産
含
む
）
・
都
市
計
画
税
に
つ

い
て
は
、
そ
の
納
期
が
年
四
回
に
分
か
れ

て
い
ま
す
が
、
第
一
期
の
納
期
に
当
該
年

度
の
税
額
を
一
括
し
て
お
納
め
（
前
納
）

に
な
り
ま
す
と
納
期
前
納
付
報
奨
金
が
交

付
さ
れ
ま
す

▼
納
期
前
納
付
報
奨
金
の
支
払
方
法
＝
全

期
分
前
納
用
納
付
書
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ

め
年
税
額
か
ら
報
奨
金
に
相
当
す
る
金
額

を
差
し
引
い
た
額
で
納
付
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す

▼
注
意
＝
第
一
期
の
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す

と
前
納
報
奨
金
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
税
務
課
（
内
線
二
三
五
・
二

三
六
）

市
府
民
税
（
普
通
徴
収
）、
固
定
資
産

税
（
償
却
資
産
分
含
む
）
・
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
安
心

で
便
利
な
口
座
振
替
（
自
動
振
替
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
申
込
み
に
な
り
ま
す
と
、

あ
な
た
の
預
貯
金
口
座
（
指
定
口
座
）
か

ら
市
税
を
自
動
的
に
振
り
替
え
て
お
納
め

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
度
、
申

込
み
い
た
だ
き
ま
す
と
、
翌
年
以
降
も
継

続
し
て
口
座
振
替
に
よ
り
納
税
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
と
っ
て
も
便
利
な
口
座
振
替
＝
金
融
機

関
へ
納
付
に
出
か
け
る
手
間
が
は
ぶ
け
、

納
期
を
お
忘
れ
に
な
っ
た
と
き
や
納
付
書

を
紛
失
さ
れ
た
と
き
で
も
安
心
で
す
。
お

忙
し
い
方
、
ご
不
在
が
ち
な
方
に
も
便
利

で
す

▼
手
続
き
＝
自
動
払
込
利
用
申
込
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
預
貯
金
口

座
の
あ
る
市
税
取
扱
い
金
融
機
関
（
納
付

書
記
載
を
参
照
）
・
郵
便
局
の
窓
口
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
①
預
貯
金
通

帳
で
使
用
さ
れ
て
い
る
印
鑑
②
納
税
通
知

書
③
自
動
払
込
利
用
申
込
書
（
市
役
所
税

務
課
、
市
税
取
扱
い
金
融
機
関
、
郵
便
局

に
設
置
）

▼
口
座
振
替
済
通
知
書
の
送
付
に
つ
い

て
＝
次
の
と
お
り

▼
口
座
振
替
済
通
知
書
＝
個
人
情
報
の
保

護
の
観
点
か
ら
、
口
座
振
替
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
金
融
機
関
の
口
座
番
号
の
一

部
と
口
座
名
義
人
に
つ
い
て
＊
印
に
よ
る

表
示
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

▼
問
合
せ
＝
税
務
課
（
内
線
二
三
五
・

二
三
六
）

17

税　　　　目 送付時期・回数 

市府民税（普通徴収） 

固定資産税・都市計画税 
固定資産税（償却資産分） 
市府民税（普通徴収） 
固定資産税・都市計画税 
固定資産税（償却資産分） 

軽自動車税（前納一括納付のみ） 

同　　　上 
同　　　上 

同　　　上 
同　　　上 

７月中旬頃に１回 

６月中旬頃に１回 

翌年２月中旬頃に１回 
平成18年度は翌平成19年２月中旬頃 

前
納
一
括
納
付 

期
別
納
付 

納
付 

（継続検査用納税証明書付） 
注意：複数の税目について、口座振替をご利用いただいている方につきましては、 
口座振替により納付いただいたすべて税目を納付方法ごとに一覧表にして送付します。 

とき ５月25日貅 
兎田老人集会場 

② 

西信達公民館 
岡中老人集会場 
幡代老人集会場 
馬場老人集会場 

５月26日貊 

ところ 

時間はいずれも午前10時～午後4時まで 

税　目 

固定資産税 
都市計画税 

軽自動車税 

5月18日 
　～ 
5月31日 

① 

5月18日 
　～ 
5月31日 

7月 3日 
　～ 
7月31日 

10月 2日 
　～ 
10月31日 

12月 1日 
　～ 
12月28日 

第１期分 第２期分 第３期分 第４期分 

●市税は各納期限までに納めてください 
●市税の納付は安心・便利な 
　　　　　　口座振替をご利用ください 

市
税
の
納
付
に
は
安
心
・
便
利
な

口
座
振
替
（
自
動
振
替
）
を

市
税
の
納
期
内
納
付
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

固
定
資
産
税
の
減
免
制
度
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

清
掃
課
で
は
、
五
月
四
日
貅
、
五
日
貊

は
休
日
で
す
が
、
通
常
通
り
可
燃
ご
み
の

収
集
を
行
い
ま
す
。
収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ

ー
を
必
ず
確
認
し
て
、
収
集
日
当
日
の
午

前
八
時
半
ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た
集
積
場

所
に
分
別
し
て
、
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
可
燃
ご
み
の
袋
に
つ
い
て
は
従

来
ど
お
り
黒
い
袋
で
も
ど
ん
な
袋
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
。

資
源
ご
み
（
空
び
ん
・
空
か
ん
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
）
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

等
で
販
売
し
て
い
る
透
明
ま
た
は
半
透
明

の
袋
を
使
用

し
て
く
だ
さ

い
。
市
か
ら

配
布
し
て
い

る
資
源
袋
が

残
っ
て
い
る

場
合
は
そ
の

ま
ま
使
用
で

き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７
５

清
掃
課
で
は
、
十
八
年
度
も
引
き
続
き

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

排
出
者
自
ら
に
よ
る
生
ご
み
の
堆
肥
化

を
促
進
、
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
を

推
進
す
る
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
器
の
購

入
に
要
す
る
経
費
（
電
気
設
備
等
の
付
帯

設
備
費
用
は
補
助
で
き
ま
せ
ん
）
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
金
＝
機
器
購
入
価
格
の
二
分
の
一

以
内
に
相
当
す
る
金
額
と
し
、
二
〇
、
〇

〇
〇
円
を
限
度

▼
補
助
対
象
＝
次
の
①
〜
④
の
全
て
に
該

当
す
る
家
庭

①
泉
南
市
に
住
所
を
有
す
る
家
庭
②
機
器

を
泉
南
市
区
域
内
に
設
置
、
継
続
的
に
使

用
す
る
家
庭
③
機
器
を
そ
の
用
法
に
従
い

使
用
、
適
切
な
管
理
を
行
う
家
庭
④
堆
肥

な
ど
が
で
き
る
機
器
に
つ
い
て
は
、
で
き

た
堆
肥
を
自
家
処
理
で
き
る
家
庭
（
た
だ

し
、
生
ご
み
等
を
単
に
粉
砕
し
て
水
路
ま

た
は
下
水
道
管
等
に
排
出
す
る
機
種
お
よ

び
焼
却
を
目
的
と
す
る
機
器
は
補
助
対
象

外
で
す
）

▼
交
付
申
請
・
問
合
せ
＝
清
掃
課
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
添
付
書
類
笊
機
器
の
領
収
書
（
機
器

の
名
称
お
よ
び
購
入
者
の
住
所
氏
名
が
明

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
笆
機
器
の
保
証
書

笳
機
器
設
置
後
の
写
真
笘
市
税
納
税
証
明

書
（
納
付
期
限
到
来
分
の
完
納
証
明
。
た

だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
非
課
税
世

帯
は
除
く
）
を
添
え
て
清
掃
課
へ
薀
祟
５

８
７
５

自
動
車
税
の
納
付
期
限
は
五
月
三
十
一
日

貉
で
す
。
自
動
車
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

泉
南
府
税
事
務
所
で
は
、
次
の
と
お
り

「
納
税
窓
口
・
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
七
日
貍
、
二
十
八
日
豸

各
日
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ
＝
泉
南
府
税
事
務
所

（
岸
和
田
市
野
田
町
三
・
一
三
・
二
薀
矗
３

６
０
１
）

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
が
、

所
有
ま
た
は
使
用
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
等

で
、
一
定
の
用
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
は
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
必
要
書
類
＝
平
成
十
八
年
度
軽
自
動
車
税

納
税
通
知
書
、
印
鑑
、
運
転
免
許
証
、
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
等

▼
注
意
＝
普
通
自
動
車
税
と
の
重
複
減
免
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
申
請
・
問
合
せ
＝
五
月
二
十
四
日
貉
ま
で

に
税
務
課
へ
（
内
線
二
三
八
・
二
五
一
）

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
計
算
誤
り

な
ど
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気

付
い
た
り
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
う
っ
か
り
し
て
確
定
申
告
書
の

提
出
を
忘
れ
て
い
た
り
し
て
い
る
方
は
い
ま

せ
ん
か
。
も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き
＝
「
更

正
の
請
求
」
を
し
て
正
し
い
税
額
へ
の
訂
正

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
税
務
署
で
そ

の
請
求
内
容
が
正
当
と
認
め
ら
れ
た
と
き

は
、
納
め
過
ぎ
の
税
金
が
還
付
さ
れ
ま
す

▼
更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
＝
▽
平
成
十

七
年
分
の
申
告
所
得
税
は
平
成
十
九
年
三
月

十
五
日
貅
ま
で

▽
平
成
十
七
年
分
の
個
人
事
業
者
の
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
は
平
成
十
九
年
四
月
二

日
豺
ま
で

▼
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き
＝

「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し
い
税
額
に
修
正

し
て
く
だ
さ
い
。
修
正
申
告
は
、
自
主
的
に

申
告
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。な
お
、

新
た
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
税
額
の
ほ
か

に
、
加
算
税
や
納
付
す
る
日
ま
で
の
期
間
に

つ
い
て
延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
＝
直
ち
に

確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
自
主
的
に
早

く
申
告
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
な

お
、
そ
れ
に
よ
っ
て
税
金
を
納
め
る
こ
と
に

な
っ
た
場
合
、計
算
さ
れ
た
税
額
の
ほ
か
に
、

加
算
税
や
納
付
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い

て
延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
薀
磆
３
４
７
１
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確
定
申
告
の
更
正
・
修
正

に
つ
い
て

生
ご
み
処
理
器
の
購
入

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

大
型
連
休
の
可
燃
ご
み

収
集
日
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
納
期
内
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
十
八
年
度
軽
自
動
車
税

の
減
免
に
つ
い
て



▼
と
き
・
テ
ー
マ
＝
下
表
の
と
お
り

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三
階
研
修
室

▼
定
員
＝
三
十
名（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無

料▼
一
時
保
育
＝

定
員
は
七
名

（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）。
一
歳
以

上
就
学
前
の
こ

ど
も
が
対
象
で

す
。
一
時
保
育

を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
初
回
の

み
子
ど
も
一
人

に
つ
き
保
険
料

と
し
て
五
〇
〇

円
が
必
要
で
す

▼
手
話
通
訳
＝

あ
り
ま
す
（
事

前
予
約
が
必
要
）

▼
申
込
み
＝
五

月
三
十
一
日
貉

ま
で
に
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ

キ
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
手
話
通
訳

お
よ
び
一
時
保
育
の
要
否
、
一
時
保
育
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
子
ど
も
の
名
前
（
ふ

り
が
な
）、
生
年
月
日
、
性
別
を
明
記
の

上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）

人
権
推
進
課
（
薀
祀
２
８
５
５
蕭
祗
０
０

７
５
／e-m

ail:jinken@
city.sennan.lg.

jp

）
ま
で

▼
そ
の
他
＝
単
独
受
講
も
可
能
で
す

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課（
内
線
二
七
〇
）

▼
職
種
＝
常
勤
相
談
員

▼
業
務
内
容
＝
総
合
生
活
・
地
域
就
労
支

援
・
進
路
選
択
支
援
・
人
権
問
題
等
の
各

種
相
談
業
務

▼
資
格
＝
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
〜
昭

和
六
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
採
用
予
定
人
員
＝
二
名

▼
面
接
日
＝
平
成
十
八
年
五
月
二
十
二
日

豺
午
前
十
時
〜

▼
採
用
予
定
日
＝
平
成
十
八
年
六
月
予
定

▼
募
集
要
項
の
配
布
＝
五
月
九
日
貂
〜

泉
南
市
人
権
協
会
で

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
五
月
九
日
貂
〜
十

六
日
貂
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
日
曜
日

を
除
く
）
の
期
間
に
泉
南
市
人
権
協
会
へ

（
薀
祕
１
４
０
１
）

基
本
的
人
権
の
尊
重
は
、
日
本
国
憲
法

の
柱
で
あ
り
、
民
主
主
義
社
会
の
基
本
で

す
。
こ
の
基
本
的
人
権
の
尊
重
が
社
会
生

活
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
は

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
環

と
し
て
下
記
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
六
月
一
日
貅
午
前
十
時
〜
午

後
五
時

▼
と
こ
ろ
＝
人
権
推
進
部
　
相
談
室
・

樽
井
公
民
館
　
三
階
控
室

▼
内
容
＝
い
じ
め
・
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
・
セ

ク
ハ
ラ
・
差
別
・
近
隣
問
題
等

▼
そ
の
他
＝
相
談
料
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課（
内
線
二
七
〇
）
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直通　薀 祀２８５５

市民の身近な相談相手として、人権擁護委員が相談を受け付け
ます。

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

と　き 5月8日豺、9日貂　午後2時～4時 

ところ 人権推進部相談室（水道庁舎1階） 

費　用 無料 

その他 秘密は厳守されます 

問合せ 人権推進課　薀祀2855

料
理
の
手
順
、
掃
除
の
や
り
方
、
今
ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
方
法
も
、
少

し
の
工
夫
で
も
っ
と
簡
単
に
お
い
し
く
な
っ
た
り
、
き
れ
い
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
そ

ん
な
「
裏
技
」
が
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
大
人
気
で
す
ね
。
そ
ん
な
裏
技
は
、
今
ま
で
の

「
当
た
り
前
」
に
と
ら
わ
れ
な
い
姿
勢
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。

今
回
の
講
座
で
は
、
そ
ん
な
「
当
た
り
前
」
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
自
分
ら
し
く
生

き
て
い
る
三
人
の
講
師
の
方
に
、「
当
た
り
前
」
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
事
を
見
直
す
き

っ
か
け
に
な
っ
た
経
験
「
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①6月13日貂 
 

②6月20日貂 

③6月27日貂 

こんな夫婦も 
ありィやで 
 

ママだから 
カウンセラー 

宝物はたくさん 
の人との出会い 

宮本博文さん 
（NPO法人心のサポート 
　　　・ステーション） 

とき テーマ 講師 

佐藤まどかさん 
（カウンセリング 
　　スペース「リヴ」） 

浅井妙子さん 
（NPO法人 
　子どもNPOはらっぱ） 

時間はいずれも午前10時～正午 

みやもと　　ひろふみ 

あさい　　　たえこ 

さとう 

男女共同参画社会づくり講座Part2
日
本
国
憲
法
の
理
念
の
一
つ
で
あ
る
基

本
的
人
権
の
尊
重
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て

考
え
、
女
性
と
男
性
が
と
も
に
人
権
を
尊

重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合
い
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
の
た

め
に
、
憲
法
週
間
＆
男
女
共
同
参
画
週
間

「
市
民
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

映
画
「
火
火
ひ
び

」
の
上
映
と
陶
芸
家
神
山
こ
う
や
ま

清
子
き
よ
こ

さ
ん
の
講
演
を
と
お
し
て
、
命
の
大

切
さ
、
自
分
の
信
念
を
貫
き
自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。陶

芸
を
焼
く
窯
の
火
、
作
品
を
生
み
出

す
情
熱
の
火
、子
ど
も
を
愛
す
る
心
の
火
、

様
々
な
火
を
め
ぐ
る
陶
芸
家
神
山
清
子
さ

ん
の
人
生
は
深
い
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
映
画
上
映
後
は
神
山
清
子
さ
ん
の
人

生
感
と
映
画
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
お
伺
い

し
ま
す
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
七
日
貍
　
午
後
一
時

開
場
、
一
時
半
開
演

▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ

ー
ル

▼
内
容
＝
▽
映
画
「
火ひ

火び

」
の
上
映
・

▽
講
演
「
命
に
む
か
っ
て
　
一
つ
の
光
に

向
か
っ
て
」

▼
講
師
＝
神
山
清
子
さ
ん
（
陶
芸
家
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
不
要

▼
一
時
保
育
＝
対
象
は
一
歳
以
上
就
学
前

の
子
ど
も
で
定
員
は
十
名
。（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
五
月
十
八
日
貅
ま
で
に
、
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
人
権
推
進
課

へ
。（
薀
祀
２
８
５
５
蕭
祗
０
０
７
５
／

e-m
ail:jinken@

city.sennan.lg.jp

）

▼
そ
の
他
＝
映
画
は
日
本
語
字
幕
、
講
演

は
手
話
通
訳
あ
り
ま
す

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課（
内
線
二
七
〇
）
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２
０
０
６
憲
法
週
間
＆
男
女
共
同
参
画
週
間

「
市
民
の
集
い
」

映画

「火ひび火」

2004年／114分／日本
監督＝高橋伴明　出演＝田中裕子　窪塚俊介　
やきものの里、信楽。陶芸家神山清子（田中裕子）は夫が出
奔した後、久美子（遠山景織子）と賢一（窪塚俊介）を育て
ながら、長年の夢だった古代穴窯による信楽自然釉を成功さ
せたいと執念を燃やす。しかし米びつは底をつき、電話も止
められる極貧生活。作品も失敗続きで何度もくじけそうにな
るが、数年後、深い緑に染め上がった花器や壺ができあがる。
女流陶芸家の先駆者として押しも押されぬ存在となった清
子。しかし母と同じ陶芸家としての道を歩みはじめた賢一が、
白血病で倒れてしまう。

シネマ「火ひ　び火」
＆トーク　

「命に向かって　一つの光に向かって」

講師　神山清子さん（陶芸家）
21歳で結婚し、２児を出産後、作陶の世界へ
進む。当時女性の少ない陶芸の世界で、信楽
自然釉の研究を始め、39歳で完成。その作品
は高い評価を受け、全国各地で個展を開催、
成功させる。息子の骨髄性白血病治療のため、
ドナーを探す運動に身を投じ、公的骨髄バン
クの設立に寄与した。

泉
南
市
人
権
協
会

職
員
を
募
集



（2006.5） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
子
保
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

3種混合予防接種 
（ジフテリア、破傷風 
　百日せき）　 

ニコニコうさぎ健診 

地域リハビリ教室 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。ただし、医師への相談は電話での予約が必要です。 

4か月児健康診査／ＢＣＧ予防接種 5月10日貉 6月7日貉 
平成17年12月生 
平成18年1月生 

身体計測、内科診察、個別相談、ブックスタート、ＢＣＧ予防 
接種（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

平成15年10月生 
5月25日貅 
午後0時45分～ 
1時45分 

第1期（3種混合）は、生後6か月～7歳6か月（できるだけ生後3歳まで）の間に計4回。 
▼初回接種＝生後6か月に達したら約4週間隔で3回 
▼追加接種＝初回接種の3回終了後1年～1年半の間に1回 
第2期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学6年生）の人に1回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

ポリオの予防接種 5月2日貂、8日豺 午後1時半～2時半 
生後3か月～7歳6か月未満の乳幼児。できるだけ18か月までに済ませて 
ください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

6月2日貊、12日豺、 
19日豺、26日豺 
午後1時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組 
（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳児と保護者 

3歳6か月児健康診査 5月17日貉 午後0時半～1時10分 平成14年10月生 
身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

5月16日貂 
5月23日貂 
午後１時半 
～２時半 

リトルままサロン 5月26日貊 午後1時半～3時 
妊産婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談、ミニ講座等。 
予約不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票、 
コップ。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

歯みがき教室 5月25日貅 
午後1時～1時20分 

平成15年9月生 
平成16年9月生 

ブラッシング指導。予約不要。携行品は、母子手帳、 
歯ブラシ、コップ、筆記用具、お茶。 
4日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、 
手作りおもちゃ、個別相談（保育、栄養、歯）、沐浴。 
なるべく5か月以降の安定期にご参加ください。 

乳児後期健診 病・医院の 
診察時間 満9か月～1歳未満 4か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 でお受けください。但し、1歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第2～3金曜日 
午後1時～2時半 

毎月第2～4金曜日 
午後1時～2時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関す 
る相談に応じます。ただし、事前予約が必要です。 ▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場　第3 
火曜日▼東信達老人 
集会場　第2・4木曜日 
午後2時から1時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

1歳6か月児健康診査 5月24日貉 午後０時半～１時半 平成16年10月生 
身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

離乳食講習会 6月26日豺 
午後1時～3時10分 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

リトルまま教室の妊婦との交流。講義と実演。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） 5月26日貊 午後1時半～3時 乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 
お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

ＢＣＧ予防接種 5月10日貉 
午後2時～3時 

生後3か月～6か月未満の乳児。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
ツベルクリン反応検査はありません。 

行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

精神保健福祉相談 
医療相談 

献　血 

月～金 午前9時～12時15 
分、午後1時～3時45 分 

大阪府泉佐野保健所へ 
お問い合せください。 実施場所は大阪府泉佐野保健所　薀62-7701

大阪府下の当日と翌日の献血場所は薀0120-524133 
でご案内しています。 
▼問合せ＝泉南市献血推進協議会 薀82-7615

5月12日貊　泉南市役所 
5月18日貅　イオンりんくう泉南SC 
午前10時～正午、午後1時～4時半 

 

安心して医療を受けられるようサポートしています。 
実施場所は大阪府泉佐野保健所　医療相談窓口　薀62-7701

Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 第1水曜日　午前9時半 ～10時半（要予約） 
事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所　薀62-7701

リトルまま教室（両親教室） 

麻しん・風しん予防接種 随時。市内指定医療機関へ 
直接申し込んでください。 

第1期は、生後12か月～2歳未満に1回。第2期は5歳～7歳未満で小学校に入る1年前から 
前日までに1回。（ただし、麻しん・風しん予防接種を一度も受けていないお子さん） 

（２歳６か月児歯科健康診査・親子教室） 

▼血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、 
腎機能、貧血、糖尿病検査）等。必要な方には心電図、 
眼底検査を実施。便潜血検査2日法。出来るだけセット 
で受けてください。携行品は健康手帳、65歳以上の方 
は、健康度評価のための質問票 
▼費用＝基本健康診査1,000円、大腸がん検診200円 
▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361-1　薀83-2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378　薀83-2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31-311　薀82-7018 
▼新泉南医院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ） 
　りんくう南浜3-7　薀80-5618 
40歳以上の方は、基本健康診査、大腸がん検診とできるだけ 
セットで受けてください。　▼費用＝600円 

▼20歳以上の市民 
平成18年5月1日～ 
10月31日までの間 
に1回受診できます 
昨年受けた方は受 
けられません 

▼40歳以上の市民 
平成18年5月1日～ 
10月31日までの間 
に1回受診できます 

随時 
市内の各医療機関 
直接申込んでくだ 
さい 

随時 
市内の各婦人科 
医療機関 
直接申込んで 
ください 

 

 

 

午前　　9時45分～11時 
午後　　1時45分～  3時 

実施日 実施時間 検診会場 

6月1日貅 午前のみ 東信達老人集会場 

6月1日貅 午後のみ 人権ふれあいセンター 

6月2日貊 午前・午後 西信達公民館 

6月6日貂 午前・午後 樽井区民センター 

6月8日貅 午前・午後 新家公民館 

6月9日貊 午前のみ 兎田老人集会場 

6月9日貊 午後のみ 一丘老人集会場 

6月12日豺 午前のみ 幡代老人集会場 

6月12日豺 午後のみ 浜老人集会場 

6月15日貅 午前のみ 岡中老人集会場 

6月15日貅 午後のみ 男里老人集会場 

6月16日貊 午前・午後 信達公民館 

6月26日豺 午前・午後 砂川老人集会場 

6月20日貂 午前・午後 八幡山自治会館 



ケーブルテレビのチャン

ネル９では、泉州地域４市

３町の地域情報番組「わく

わくりんくう」を映像と文

字番組で放送しています。

番組を視聴するにはケー

ブルテレビへの加入が必要です。ただし、加入でき

ない地域がありますのでご了承ください。

今年度から泉南市の「わくわくりんくう」は１か

月間１番組となっております。

▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:20～）

▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:20～）

▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:20～）

▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェ

イコム関西・りんくう局

薔０１２０－０８９－３４４

▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

５月１日豺 
　　～ 
５月３１日貉 

信達保育所の１年間のイベントを写 
真とともに振り返り、５歳児のおわ 
かれ会と修了式の様子など、思い出 
に残る番組をお届けします。 

信達保育所 
思い出 
アルバム 
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尋春橋
じんしゅんばし

が開通しました

自主防犯団体などのパトロール用に使用が解禁さ
れた青色回転灯装備の『青色防犯パトロールカー』
（青パト）が、全国的に稼働して1年。市民の手によ
る自主防犯活動に大変効果を上げています。しかし、
台数がまだまだ少なく、今後、青パトの台数の増加
に向けた取組が進められています。
泉南市でも、「子どもの安心・安全を市民の手で守

ろう！！」と、NPO法人「やすらぎを感じる街づく
りネット」主催で、大阪府警の協力を得て、去る3月
24日にあいぴあ泉南において「青パト」の講習会が
開催され、約70名の参加がありました。

NPOやすらぎネット青色回転灯

パトロール講習会に約70名の参加

23

このたび、JR跨線橋
こせんきょう

「尋春橋」の架替工事および市場長慶寺砂川線と砂川樫井線の一部における道路整備工事
が完成となり、さる４月１日貍に暫定供用が開始されました。この日は晴天にも恵まれ、絶好の式典日和の中、
多くの来賓の方々や地元関係者の方々の出席により、開通式が行われました。工事経過報告や来賓祝辞の後、尋
春橋上にてテープカットが華々しく行われ、出席者の方々による渡り初め

わたりぞめ

により式典は終了しました。式典終了
後、開通を待ちわびた市民の皆さんが利用している様子がうかがえました。今回の工事完成により、府道大阪和
泉泉南線から国道26号へのアクセス道路が整備され、市民生活における重要な役割を果たすものと期待されます。
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最初で最後の、滑走路を歩くチャンス。二期島
にある新滑走路を歩くイベント「みんなで歩こ
う！4千メートル滑走路」が関西国際空港で行われ
ました。
今後一般の人には絶対歩くことが出来ないであ

ろう滑走路を歩こうと、汗ばむくらいの陽気の中、
家族連れやカップルなど多くの人が参加しました。
泉佐野市域にある出発地点から、2,000袤地点に

ある中間ゴール地点を通過し、最終ゴール地点の
ある泉南市域までは約4,000袤。飛行機では一瞬の
距離も、広報担当（37歳）が最後まで歩くのに要
した時間は約1時間。
多くの方が、2,000袤地点でゴールしておられま

したが、我が泉南市のある最終ゴールまで歩かれ
た方はどのくらいおられたでしょうか。歩かれた
市民の皆様、大変お疲れさまでした。（３月２６日）

関空二期島を歩こう

15,000人が滑走路を散策

出会い、ふれあい、わかちあいを目的として、
第11回ふれ愛まつり泉南「ふれ愛ドッヂボール大
会」が、泉南市青年団協議会の主催により、泉南
市立市民体育館において開催されました。
大会には、市内在住・在学の小学生588名が参加。
７人編成、84チームが低学年・中学年・高学年の
部に別れ、熱戦を繰り広げました。行われた試合
は、合計84試合。試合が終わるたびに勝利チーム
から歓喜の声が体育館内に響き渡り、観戦する保
護者の方も我が子のプレーに熱くなっている様で
した。なお、優勝チームについては次のとおり。
▼低学年＝オーツョホワイトナイツ（一丘小学校）
▼中学年＝トランクス（砂川小学校）
▼高学年＝西遊記D・Z

ディゼット

（東小学校）（３月２６日）

ふれ愛ドッヂボール大会が
開催されました
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石碑の拓本です。渡海上人碑とは、補陀落渡海碑
ふだらくとかいひ

と

もいい、わずかな食料を積んだ船で観音菩薩の住む補

陀落山めざし船出する捨身
しゃしん

行
ぎょう

「補陀落渡海」があった

ことを示す石碑のこと。現在確認されている数は少な

く、全国的にも珍しい石碑で、そのうちのひとつが林

昌寺境内（信達岡中）にあります。

この拓本は、１９９０年頃にとったもので、とても

貴重なもの。というのも、今では風化して不鮮明な文

字も、この拓本では読取ることができるからです。「貴

重な記録。残すだけでなく、ひろく活用すべき」との

思いが、応募のきっかけだそうです。

泉南市に関係し、所有者が大切に思い、活用したいと強く思うものであれば「せんなんのたからもの」。

教育委員会ではみなさんがお持ちの「せんなんのたからもの」を募集しています。




